
慶應義塾大学（塾長安西祐一郎氏）と共立

薬科大学（理事長橋本嘉幸氏）は11月20日、

2008年４月の合併を目指して、協議を開始す

ることに合意したと発表した。「両法人合併

推進会議」（仮称）を立ち上げて、学生の受

益を最優先に考えながら、双方の歴史と現状

を尊重し、また双方に不利益が生じないよう

に、共立薬大という名称や合併方法なども含

め、具体的な検討を進めていくことになる。

共立薬大は従来よりも高い水準で、

医療及び薬学の教育研究を推進してい

くという考えの下、11月６日、慶大に

対して正式に合併の申し入れを行っ

た。慶大も合併が質的充実・発展につ

ながると判断。同20日の評議員会で、

①法人の合併を前提として協議に入る

②07年３月をメドに、両法人間で合併

する旨の合併協定書を締結する③合併

協定書を締結した場合には、08年４月

１日をメドとして、慶應義塾に薬学部

及び大学院薬学研究科を設置する――

ことを決定した。

合併の背景に関して安西塾長は、▽薬学教

育６年制の実施▽高度な専門知識を持った薬

剤師の養成▽薬に関する政策立案及び実践に

おいて社会をリードする多様な人材の育成▽

広く教養教育を受けられ、かつ多様な教育機

会と人的交流に恵まれる場と、長期にわたる

高度な病院実習を可能にする環境確保――な

ど、多様なニーズがあると指摘した。

その上で、「総合大学としての慶大の９学

部、11の全研究科および学内研究組織は、薬

学教育、薬学研究、薬学を通じた社会貢献に

関して、それを発展、進化させることが可能

だ」と説明。「合併に伴い、連携や研究者交

流による研究水準の向上が期待され、質の高

い学生の確保など、私学が直面している競争

的環境にも、極めて有利に作用することが期

待される」と述べ、「双方に大きなメリット

がある」ことを強調した。

共立薬大が合併を希望した理由について橋

本理事長は、「医療の中で実力を示すことの

できる知識を持つ薬剤師を輩出することが薬

科大学の使命。それには実務実習が重要にな

る。附属病院を持たない共立薬大のような単

科薬科大学の場合は、実習を外部の病院にお

願いせざるを得ない」とした上で、「慶大に

は医学部があり、附属病院、薬剤部がある。

慶大と合併が成立すれば、実務実習で絶大な

力を発揮すると考えた」と語った。

また、共立薬大は４年制学科も設置してい

るが、「４年制では創薬などの薬学研究を柱

に据えており、慶大との合併により、医学部

や理工学部などと共同して、立派な人材を育

成できると思う」と述べた。

合併に伴う共立薬大の名称に関して橋本理

事長は、「われわれにとっても悩みどころ。

76年間の伝統を持つ共立薬科大学には、それ

に見合った卒業生がおり、そうした人たち

の心証、さらに教員の考え方などを踏まえ

ると、名前は極めて重要なポイント」との

認識を示し、「名前を残すか残さないかなど、

どういった形にするのか、今後の慶大との

話し合いを通じて考えていきたい」と話し

た。

薬学単科大学と総合大学の合併という今

回の構図は、薬学６年制に伴う長期実務実

習の実施、少子化による受験生・入学者の

減少などに対し、薬科大学が生き残りを模索

した結果と言える。

共立薬大の悩みは他の薬科大学にも共通す

るものであり、また総合大学も薬学部を持つ

ことによって、受験生のニーズに幅広く応え

ることが可能となる。それだけに、こうした

動きが他の薬科大学へも波及していくことも

考えられ、今回の発表は薬科大学再編への序

章と見ることもできそうだ。
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薬科大学再編の序章か

握手する両大学の関係者

保険調剤薬局経営者の全国組織であ

る日本保険薬局協会（ＮＰｈＡ）は、

昨年の11、12月に東西で「合同就職説

明会」を開催した。説明会は前年に続

き今回が２回目。会場では、集まった

多くの薬学生が、真剣な眼差しで出展

企業の説明に聞き入ったり、人事担当

者と質疑を交わす姿が見られた。

説明会の開催は、東京が11月26日で

東京交通会館イベントホール、大阪は12月３

日で梅田スカイビル・タワーウエストであっ

た。出展企業は、東京会場が前年の43社を上

回る49社、大阪会場も31社と前年より増加し

た。３年生を中心に東京会場には400人近く、

大阪会場にも150人近い薬学生が訪れた。

薬学生向けの就職セミナーは数多く行われ

ているが、ＮＰｈＡの主催する説明会は、出

展企業が調剤薬局に限られている関係から、

かなり明確な目的意識を持って参加している

学生が多く、「質の高い説明会」だとの声が

多く聞かれた。
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ＮＰｈＡ合同就職説明会（東京会場）




